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コンピュータ将棋、ＩＢＭのワトソン、写真の同一人物認定プログラムなど、ある特定のタス

クに限ると名人級の人間や専門家を凌駕するプログラムが出現し、東大入試をパスするプログラ

ムを作るプロジェクトも進行している。２０４５年には、人工知能は人間知能を超える超知能と

なって、人類はそれに隷属するという、特異点の議論も盛んである。 

特異点という極端な議論をおくとしても、人工知能がその卓越した計算能力と記憶の能力を使

うことで、膨大なデータからデータの背後にある規則を見つけ出すという側面だけをとると、自

然知能を凌駕するものとなってきていることは事実であろう。大規模データを解析する人工知能

と、知識に基づいて対象理解を行う自然知能、この２つの異種の知能が共同していくことで、こ

れまで未解決であった難問を解いていくことが、人類社会にとっての今後の大きな課題となる。 

本講演では、この２つの異質な知能の共同作業がどのような形で可能になるかの一つの典型的

な例として、生命科学への AI の応用を考える。 

米国では、DARPA のテキスト理解のプロジェクト（Machine Reading）の後継プロジェクト

として、生命科学分野のテキストからの情報抽出を取り上げ、それを構造化された Pathway デー

タと対応をとる研究プロジェクト（Big Mechanisms）が進行している。私が関係しているシカ
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ゴ大学―マンチェスター大学の研究チームでは、これをさらに進めて、テキストから抽出された 

タンパク質相互作用の知識を使って、実験データを説明する仮設生成の問題としてとらえ、その

仮説を実証するロボットと結び付けることで、ロボットサイエンティストを作る問題ととらえて

いる（下図）。仮説生成から実験までを自律的に行うロボットを作ることは短期的には不可能で

あろうが、データを説明する仮説群を作り出し、それを生命科学者が吟味するという、研究シナ

リオは AI 技術の生命科学への適用として、十分にあり得るだろうと考えている。 

 


